
まもなく東日本大震災から5年の節目を迎えます。
壊れた建物は取り除かれ、土地は更地になりました。

沿岸地域では、盛り土がなされ、新たな街づくりが始まっています。
しかし住み慣れた家や故郷を失った悲しみは消えることはなく、

めまぐるしく変わっていく社会の中で、一層の孤独感や痛みが深くなっているとの声も耳にします。
5年という節目の時、もう一度立ち止まって、あの時の気持ちを思い返し、

神様からの語りかけに耳を傾けたいと思います。
今だからできること、これからどう震災と向き合っていったら良いか、
この集いを通して、共に考え、共に祈る時を持ちたいと願っています。


